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1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

11 月 24 日（月）、鳥取豊岡宮津自動車道「東浜居組道路」開通式が、居組インターチェ
ンジで行われました。この道路の開通により、居組―東浜間が約６分短縮され、産業・観
光の活性化や救急医療搬送の時間短縮はもちろん、鳥取東部と但馬地域との交流がより一
層広がることが期待されます。
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●新温泉町の地域情報化……………………… 8 ページ
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12 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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教
育
・
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
た
「
認
定
こ
ど
も
園
」
へ

　

平
成
21
年
度　

浜
坂
地
域
の
幼
稚
園
と
保
育
所
が
変
わ
り
ま
す

◆受入基準と受入時間等
年　齢 受入基準 受入時間 延長保育（希望者） 休業日 保育料

３歳児以下 保育園児

8:00 ～　　
　　　16:00

早朝　7:00 から
夕方 19:00 まで

（月～土、無料）

日、祝祭日
（春）3/30 ～ 4/4
（夏）8/12 ～ 8/16
（冬）12/29 ～ 1/3
※春、夏は希望保育有

現在の保育料
（所得に応じたもの）
保育料基準額表参照

４歳児

５歳児

長時間児

短時間児 8:00 ～　　
　　　14:00

緊急時に一時保育と
して 18：00 まで可

（月～金、有料）

土、日、祝祭日
（春）3/30 ～ 4/4
（夏）8/12 ～ 8/16
（冬）12/29 ～ 1/3

１万円
（給食費含む）

　

本
町
に
お
い
て
も
、本
年
９
月
11
日
発
行
「
広

報
し
ん
お
ん
せ
ん
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と

お
り
、
来
年
度
か
ら
浜
坂
地
域
の
休
園
中
の
施

設
を
含
め
、
現
在
９
つ
の
幼
稚
園
と
保
育
所
を
、

浜
坂
、
大
庭
、
明
星
の
３
ヶ
所
の
「
認
定
こ
ど

も
園
」
に
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
21
年
度
幼
稚
園
、
保
育
所
の
園
児
募
集

の
た
め
、「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
受
入
条
件
な
ど

に
つ
い
て
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

幼
稚
園
と
保
育
所
の
違
い

　

幼
稚
園
と
保
育
所
は
い
ず
れ
も
就
学
前
の
子

ど
も
が
利
用
す
る
施
設
で
す
が
、幼
稚
園
は「
幼

児
教
育
を
行
う
学
校
」、
保
育
所
は
「
保
育
を

行
う
児
童
福
祉
施
設
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
設

置
目
的
や
役
割
が
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

子
ど
も
の
年
齢
や
家
庭
環
境
に
よ
っ
て
利
用
で

き
る
施
設
が
限
定
さ
れ
る
ほ
か
、
利
用
で
き
る

時
間
な
ど
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

就
学
前
の
子
ど
も
が
利
用
す
る
施
設
は
、
保
護
者
の
就
労
の
有
無
で
幼
稚
園
か
保
育
所
の
い
ず
れ
か
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
に
つ
い
て
不
安
や
負
担
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
へ
の
支
援
が
十
分
で
は
な
い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題

を
解
決
し
、
多
様
化
す
る
教
育
・
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、「
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
「
認
定
こ
ど
も
園
」
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

▲平成 21 年度より「認定こども園」の一つとして
スタートする浜坂保育所
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平成２１年度から認定こども園へ

（参考）保育料基準額表（３歳児以下と長時間児の保育料）

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 保育料基準額（月額）円
階層区分 定　　　　義 3 歳未満児 3 歳児 4 歳児以上

第 1 生活保護法による被保護世帯等 0 0 0

第 2 第 1 階層及び第 4 ～第７階層
を除き、前年度分の市町村民
税額の区分が次の区分に該当
する世帯

市町村民税非課税世帯 6,000 4,500 4,500

第 3 市町村民税課税世帯 13,800 11,600 11,600

第 4
第１階層を除き、前年分の所
得税課税世帯であって、その
所得税額の区分が次の区分に
該当する世帯

40,000 円未満 20,600 17,600 17,600

第 5 40,000 円以上
103,000 円未満

27,700 21,000 20,200

第 6 103,000 円以上
413,000 円未満

33,000 21,700 21,000

第 7 413,000 円以上 36,000 22,500 21,700
※この表は平成 20 年度分の保育料に適応するもので、税制改正などに伴い、基準となる税額が変更する場合が

あります。
※父母及び、生計の中心者の税額で算定します。
※同一世帯同時二人以上入所、母子家庭等に対する減額措置があります。
※その他、新温泉町保育料の徴収に関する規則に基づき保育料を決定します。

◆認定こども園の標準的日課
時刻 　7:00　　　　8:00　　　　　10:00　　　　　　12:00　　14:00　　16:00　　18:00　　　　19:00
３歳児
以下

　　　　　　　　　　　　　　　自由遊び、歌、
　　　　　　　　　　　　　　　絵本、絵画制作など

４
歳
児
・
５
歳
児

長
時
間
児
短
時
間
児

（ご注意）標準的な日課であり、施設、曜日、季節により多少異なることがあります。

共
通
利
用
時
間

登　

園

早
朝
保
育

昼　

食

お
昼
寝
・
お
や
つ

降　

園

降　

園

延
長
保
育

「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
は

①
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
幼
児
を
預
か
る
保
育
所

②
幼
児
教
育
を
行
う
幼
稚
園

③
子
育
て
に
係
る
相
談
等
に
対
応
す
る
子
育
て

支
援
（
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
、

子
育
て
不
安
に
対
応
し
た
相
談
活
動
や
、
親

子
の
集
い
の
場
の
提
供
な
ど
を
行
う
機
能
）

　

以
上
３
つ
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
し

て
、
都
道
府
県
の
認
可
を
受
け
た
施
設
で
す
。

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
メ
リ
ッ
ト

　
「
認
定
こ
ど
も
園
」
は
、
利
用
者
に
と
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◇
保
護
者
が
働
い
て
い
て
も
い
な
く
て
も
、
ま

た
、
就
労
を
中
断
し
た
り
再
開
し
た
り
し
た

場
合
で
も
、
継
続
し
て
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◇
少
子
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
子

ど
も
の
発
育
に
と
っ
て
大
切
な
集
団
活
動

や
、
異
年
齢
交
流
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇
育
児
不
安
の
大
き
い
専
業
主
婦
家
庭
へ
の
支

援
を
含
む
、
地
域
の
子
育
て
支
援
が
充
実
し

ま
す
。
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４
歳
児
、５
歳
児
は
幼
稚
園
（
短
時
間
）

ま
た
は
保
育
所
（
長
時
間
）
を
選
択

　

４
歳
児
と
５
歳
児
は
、
幼
稚
園
（
短

時
間
）、
ま
た
は
保
育
所
（
長
時
間
）
を

選
択
し
、
３
歳
児
以
下
は
全
員
が
、
保

育
園
児
と
し
て
の
入
園
と
な
り
ま
す
。

送
迎
に
つ
い
て

　

現
在
通
園
バ
ス
等
で
送
迎
を
行
っ
て

い
る
地
区
と
通
園
先
が
変
わ
る
地
区
の

園
児
は
、
町
が
送
迎
を
行
い
ま
す
。

※
一
日
３
回
の
運
行

１
回
目
（
午
前
８
時
～
９
時
頃
）

２
回
目
（
午
後
２
時
頃
）

３
回
目
（
午
後
４
時
頃
）

教
育
・
保
育
の
内
容

　

３
歳
以
下
の
保
育
園
児
に
は
、
保
育

所
保
育
指
針
に
基
づ
い
た
保
育
を
行
い

ま
す
。
４
歳
児
、
５
歳
児
の
長
時
間
児

と
短
時
間
児
は
、
同
一
ク
ラ
ス
で
、
幼

稚
園
教
育
要
領
に
基
づ
い
た
教
育
を
行

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
短
時
間
児
の
降
園
後
は
長

時
間
児
に
対
し
、
保
育
所
保
育
指
針
に

基
づ
い
た
保
育
を
行
い
ま
す
。

入
園
手
続
き

　

短
時
間
児
は
、
幼
稚
園
の
入
園
手
続

き
を
、
長
時
間
児
と
３
歳
以
下
の
お

子
さ
ん
は
、
保
育
所
の
入
所
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
７

　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

広報しんおんせん（12月号）
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平成２１年度保育所入所児童募集
◆申込期間　12 月 15 日（月）～ 12 月 24 日（水）
◆募集保育所
○町立
　・浜坂保育所（℡ 82-1360）
　・大庭保育所（℡ 82-1239）
　・ふれあいセンターゆめっこランド　温泉保育園
　　（℡ 92-1095）
○私立
　・明星保育園（℡ 82-4831）

※平成 21 年度からは、浜坂保育所、大庭保育所、
明星保育園は、「認定こども園」として幼稚園と
一元的に教育・保育が実施されます。認定こども
園の長時間児と保育園児として入園を希望される
児童は、保育所の入所手続きを行ってください。

◆入所対象児童
　保護者が就労、妊娠中、病気、家族の介護などの理

由により家庭で保育ができない児童
◆保育料
　保護者（祖父母が生計の中心となる場合は、祖父母

も含む）の課税状況により、区分した保育料を毎月
徴収します。（保育料の決定のため、源泉徴収票等
課税状況がわかる書類を必ず添付してください。）

◆申し込み先
　現在の通園先又は入園希望の幼稚園又は保育所

―問い合わせ―
役場福祉課　児童係
℡（0796）82-5620

または、各保育所

平成２１年度幼稚園入園児募集
◆募集期間　12 月 15 日（月）～ 24 日（水）
◆募集幼稚園
　・浜坂幼稚園（℡ 82-3396）
　・大庭幼稚園（℡ 82-1239）※予定
　・ふれあいセンターゆめっこランド   温泉幼稚園
　　（℡ 92-1095）
◆入園資格
　平成 15 年 4 月 2 日～平成 17 年 4 月 1 日に生まれ

た児童
◆申し込み先
　入園希望の幼稚園、または、教育委員会学校教育課

―問い合わせ―
教育委員会　学校教育課

℡（0796）82-5627

◆送迎対象地区
施設名 対象地区

（認定こども園）
（現）浜坂保育所 指杭、田井

（認定こども園）
（現）大庭保育所

赤崎、和田、三尾、
戸田、三谷、若松町、
栃谷、田君、七釜、
新市、古市、用土、
対田、久谷、高末、
正法庵、辺地、藤尾、
境、久斗山

（認定こども園）
（現）明星保育園 居組
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町政のうごきから

夢
つ
ば
め
（
町
民
バ
ス
） 

 　
　

乗
継
券
利
用
の
ご
案
内

　

夢
つ
ば
め
（
町
民
バ
ス
）
を
ご
利
用
の
際
、
目
的
地
ま
で
の
直
通
バ
ス
が
な
い
た

め
複
数
の
町
民
バ
ス
を
乗
り
継
ぐ
場
合
に
は
、
乗
継
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
乗
継

券
が
あ
る
と
、
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
も
、
乗
車
地
点
か
ら
降
車
地
点
ま
で
通
算
し
て

計
算
し
ま
す
。

　

上
限
運
賃
３
０
０
円
（
小
人
１
５
０

円
）
の
制
度
も
適
用
し
ま
す
の
で
、
目

的
地
ま
で
直
通
の
バ
ス
が
な
い
区
間
を

ご
乗
車
さ
れ
る
方
は
、
乗
継
券
を
利
用

す
る
と
お
得
で
す
。

▼
利
用
方
法

①
乗
り
継
ぐ
前
の
バ
ス
で
料
金
を
支
払

う
際
に
、
運
転
手
に
乗
り
継
ぎ
す
る

旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

②
運
転
手
が
乗
継
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

③
乗
り
継
ぎ
先
の
バ
ス
を
降
り
る
際

に
、
運
転
手
に
乗
継
券
を
提
示
し
、

差
額
と
と
も
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

▼
注
意

・
乗
継
券
を
利
用
で
き
る
の
は
、
目
的

地
に
行
く
た
め
に
他
の
路
線
に
乗
り

継
ぐ
場
合
に
限
り
ま
す
。

・
乗
り
継
ぎ
先
の
バ
ス
へ
は
、
１
時
間

以
内
に
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

・
３
台
目
以
降
に
乗
り
継
ぐ
場
合
は
、

降
車
時
に
確
認
印
を
押
印
し
ま
す
。

・「
夢
つ
ば
め
」
以
外
の
乗
り
継
ぎ
に

は
乗
継
券
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
乗
継
券
を
不
正
に
使
用
し
た
場
合
、

条
例
に
基
づ
き
過
料
を
徴
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

新
温
泉
町
情
報
化
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　

公
募
委
員
の
募
集

　

新
温
泉
町
の
情
報
化
推
進
に
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
町
民
の

参
画
と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
新
温
泉
町
情
報
化
推
進
委
員
会
の

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
公
募
委
員
に
は
、
各
分
野
に
お
け
る
学
識
経
験
者
な
ど

町
が
選
任
し
た
委
員
と
と
も
に
、
新
温
泉
町
の
情
報
化
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に

つ
い
て
、
調
査
、
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

①
新
温
泉
町
の
情
報
化
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
い
る
人

②
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上

（
平
成
20
年
４
月
２
日
現
在
）
の
人

③
平
日
の
日
中
に
年
間
数
回
程
度
、
開

催
す
る
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人

※
た
だ
し
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

・
本
町
の
他
の
審
議
会
等
に
お
い
て
、

３
機
関
以
上
の
委
員
の
職
に
あ
る
人

・
本
町
の
職
員
又
は
町
議
会
議
員

▼
募
集
人
員　

２
名
程
度

▼
任
期　

平
成
21
年
１
月
か
ら
２
年
間

▼
謝
金　

規
定
に
よ
り
報
償
費
及
び
交

通
費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

▼ 

提
出
書
類

㋐
公
募
委
員
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

㋑
小
論
文　

・
テ
ー
マ
「
新
温
泉
町
の
情
報
化
推
進

に
つ
い
て
」

・
字
数　

８
０
０
字
程
度
（
様
式
自
由
）

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

▼
提
出
先　

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
に
て

企
画
課
広
報
情
報
係
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
Ｅ
メ
ー
ル

　

info@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp

▼
提
出
期
限　

　

平
成
21
年
１
月
６
日
（
火
）
必
着

▼
選
考
方
法　

申
込
書
、
小
論
文
に
つ

い
て
、
選
考
委
員
会
に
お
い
て
審
査

し
選
考
し
ま
す
。
選
考
の
結
果
は
、

１
月
中
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

広報しんおんせん（12月号）

H20（2008）.12.11

▲夢つばめ（町民バス）
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～
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
～

 
新
温
泉
町
地
域
福
祉
計
画
（
案
）
に
関
す
る
意
見
募
集

　

本
計
画
は
、
平
成
21
年
３
月
の
策
定

に
向
け
、
平
成
20
年
６
月
に
第
１
回
策

定
委
員
会
を
開
催
し
て
以
降
、
延
べ
３

回
の
審
議
に
よ
り
、
こ
の
た
び
計
画
書

の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

住
民
の
皆
さ
ま
へ
公
開
し
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
計
画
書
概
要
の
提
示
場
所

　

福
祉
課
、
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉

課
、
温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す

こ
や
か
～
に
」、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
募
集
期
間

　

平
成
20
年
12
月
11
日
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
１
月
16
日

▼
応
募
方
法

　

手
紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
（
０
７
９
６
）
82
‐
２
９
７
０

◇
Ｅ
メ
ー
ル

　

info@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
福
祉
係
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

　

現
在
、本
町
は
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

地
域
福
祉
を
テ
ー
マ
と
し
た
福
祉
の
基
本
計
画
と
し
て
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
で
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
策
定
に
向
け
、
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

町道浜坂清富線他
消雪点検整備工事

浜坂地域

消雪点検整備工事
25 路線
L=6,758m
ポンプ室 20 箇所

2,604,000 平成 20 年 10 月 23 日～
　平成 21 年 3 月 27 日

山陰道路㈱

七釜ふれあいセンター
建設工事 七釜

木造瓦葺平屋建　1 棟
延床面積 A=147.92㎡ 28,980,000

平成 20 年 10 月 24 日～
　平成 21 年 2 月 27 日 ㈱三島組

まちづくり交付金事業
ポケットパーク整備工事 湯

観光トイレ、休憩所、モ
ニュメント、インター
ロッキング舗装他

37,800,000
平成 20 年 10 月 27 日～
　平成 21 年 3 月 19 日 オザキ住建㈱

浜坂公共残土処分場
( 本谷 ) 場内整地工事 浜坂

土工　V=3,800㎥
法面補強工　L=68m
排水工　L=528m

10,500,000
平成 20 年 10 月 31 日～
　平成 21 年 3 月 30 日 株本建設工業㈱

千原旧国道線他
消雪点検整備工事

千原
千谷
石橋

施工延長　L=1,539m
消雪ノズル調整
L=1,539m
ノズル交換　60 個

2,520,000 平成 20 年 11 月 14 日～
　平成 21 年 3 月 27 日

尾﨑建設㈱

細田稲負谷線他
消雪点検整備工事

湯

施工延長　L=2,740m
消雪ノズル調整
L=2,740m
ポンプ設置替　2 台

5,145,000 平成 20 年 11 月 14 日～
　平成 21 年 3 月 27 日

㈲山下土建

（平成 20年 10月 16日～平成 20年 11月 15日契約分）

▲新温泉町地域福祉計画（案）
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児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

▼
支
給
対
象
児
童

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小

学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま

で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に

は
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
２

月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
請
求
の
手
続
き

　

出
生
、
転
入
等
に
よ
り
新
た
に
受

給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、
児
童
手
当

を
受
給
す
る
に
は
、
役
場
窓
口
（
公

務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）
で
認
定
請

求
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
資
格

が
あ
っ
て
も
請
求
を
行
っ
て
認
定
を

受
け
な
け
れ
ば
、
児
童
手
当
を
受
け

る
権
利
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

　

児
童
手
当
制
度
は
、児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

▼所得制限限度額
扶養親族等の数 児童手当 特例給付（厚生年金等加入者のみ）
０人 460 万円 532 万円
１人 498 万円 570 万円
２人 536 万円 608 万円
３人 574 万円 646 万円

※４人以上は扶養親族等の数が１人増えるごとに38
万円を加算した額。

▼支給額（月額）
0 歳～ 3 歳未満の児童

に対する児童手当
3 歳以上の児童

に対する児童手当
第 1子 １万円 第 1子 ５千円
第 2子 １万円 第 2子 ５千円
第 3子以降 １万円 第 3子以降 １万円

兵
庫
県
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会 

 

春
来
緑
の
少
年
団
が
最
優
秀
賞

　

11
月
16
日
（
日
）、
た
つ
の
市
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
20
年
度
兵
庫
県
緑
の
少
年

団
活
動
発
表
大
会
」
に
お
い
て
、
但
馬
地
区
の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
春
来
緑
の
少

年
団
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
各
地
区
の
代
表
と
し
て
、

計
５
団
体
が
活
動
を
発
表
し
、
春
来
緑

の
少
年
団
は
「
森
と
生
き
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
畑
で
の
野
菜
や
そ
ば
の
栽
培
、

「
ア
ケ
ビ
の
里
公
園
」
で
の
ア
ケ
ビ
の

棚
整
備
、
通
学
路
や
歩
道
の
清
掃
活
動

な
ど
、
日
ご
ろ
の
少
年
団
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。そ
し
て
、森
を
守
っ

て
い
く
大
切
さ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精

神
、
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
、
活
動
を
通

じ
て
気
づ
い
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を

発
表
し
、
今
後
も
自
分
た
ち
の
生
活
を

支
え
て
く
れ
る
豊
か
な
森
を
守
っ
て
い

こ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

発
表
後
に
行
わ
れ
た
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
森
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
ク
イ
ズ
形
式
で
森
林
に
つ
い

て
学
ぶ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
、
ど
ん
ぐ

り
や
松
ぼ
っ
く
り
を
使
っ
た
木
工
ク
ラ

フ
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

春
来
緑
の
少
年
団
は
、
今
回
の
活
動

発
表
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
か
ら
、
来
年
度
の
全
国
大
会
へ
推
薦

さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課　

林
務
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

▲最優秀賞を受賞した春来緑の少年団
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情
報
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
広
報
で
連
載
し
て
き
ま
し
た
が
、「
町
は
説
明
不

足
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
、
て
い
ね
い
に
説
明
を
す
べ
き
だ
」
と
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。昨
年
の
７
月
～
８
月
、今
年
の
１
月
～
２
月
と
２
回
の
説
明
会
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
多
数
の
方
の
参
加
は
い
た
だ
け
ず
、
充
分
に
ご
理
解
い
た
だ
い
て

な
い
よ
う
で
す
の
で
、
再
度
、
町
が
推
進
し
よ
う
と
し
て
る
「
地
域
情
報
化
計
画
・

浜
坂
地
域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
で
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
姿
を
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
情
報
伝
達
手
段
が
バ
ラ
バ
ラ

　

情
報
の
伝
達
手
段
に
お
い
て
、
合
併

し
て
ひ
と
つ
の
町
に
な
っ
て
い
る
の

に
、
旧
温
泉
町
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

旧
浜
坂
町
は
防
災
無
線
と
い
う
現
状
の

ま
ま
で
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

温
泉
地
域
で
は
基
幹
伝
送
路
は
光

フ
ァ
イ
バ
ー
で
つ
な
ぎ
、
接
続
ポ
イ
ン

ト
か
ら
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
で
各
家
庭
を
つ

な
い
で
い
ま
す
。（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
方
式
）
す

で
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
環
境
（
通
信

基
盤
）
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
緊
急
・
防
災
告
知
放
送
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｐ
電
話
（
加
入
者
間
の
み
）

の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

テ
レ
ビ
の
再
送
信
・
自
主
放
送
（
行
政

放
送
）
な
ど
放
送
系
の
機
能
を
付
加
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
浜
坂
地
域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
は
、
多
く
の
方
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
局
舎
か
ら
距
離
が
離
れ
る

に
し
た
が
っ
て
減
衰
が
激
し
く
、
地
域

に
よ
っ
て
、
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

総
務
省
は
浜
坂
地
域
も
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
整

備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
は
整
備
済
だ
と
し
て
い
ま
す
が
、

益
々
高
度
情
報
化
が
進
展
す
る
な
か

で
、
実
態
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
行
政
放
送
は
、
週
１
回
の
防
災

無
線
を
利
用
し
た
放
送
で
す
。
町
内
に

よ
っ
て
は
、
各
世
帯
に
屋
内
受
信
機
が

な
く
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

放
送
系
（
テ
レ
ビ
）
は
、
浜
坂
市
街

地
は
各
自
が
直
接
ア
ン
テ
ナ
受
信
で
視

聴
し
て
い
ま
す
。
周
辺
集
落
で
は
、
共

聴
組
合
に
よ
る
配
信
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ

を
視
聴
し
て
い
ま
す
。
行
政
は
、
旧
地

域
ご
と
に
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
大

き
な
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
そ
の

解
決
を
急
い
で
い
ま
す
。

◆
合
併
前
か
ら
計
画
的
に
推
進

　

町
は
合
併
時
に
旧
２
町
で
「
合
併
後

の
ま
ち
」
の
姿
を
協
議
し
、
合
併
協
議

で
「
新
町
建
設
計
画
」
を
決
定
・
合
併

前
の
浜
坂
・
温
泉
両
町
議
会
で
議
決
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
町
に
な
っ
て
、

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
を

定
め
た
「
総
合
計
画
」（
平
成
19
年
３
月
）

を
議
決
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
個
別

計
画
の
「
情
報
化
計
画
」
や
利
活
用
を

進
め
る
た
め
の「
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
」

も
策
定
し
、
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
概
要
版
を
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
計
画
も
立
て
て
、
行
政

の
計
画
化
・
計
画
行
政
を
進
め
る
た

め
に
手
続
き
を
経
て
い
ま
す
。
合
併
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
事
業
で
あ
る
地

域
情
報
化
に
お
い
て
、
計
画
に
ぶ
れ
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
計
画
に
そ
っ

て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
優
位

　

11
月
号
で
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
で

議
論
・
検
討
し
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
も
高
く
、
映
像
情
報
の
伝
達
も

行
え
ま
す
。
情
報
通
信
基
盤
と
し
て
は
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
優
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
整
備
手
法

は
機
能
面
や
将
来
性
等
総
合
的
に
判
断

す
る
と
、
各
家
庭
ま
で
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー

で
つ
な
ぐ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
が
優
位
に
な

り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
た
結
果
、

浜
坂
地
域
へ
の
延
伸
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
）
に
よ
る
双
方
向
の
高

速
情
報
通
信
網
を
整
備
し
、
通
信
系
・

放
送
系
（
温
泉
地
域
で
実
施
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
）
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要
不
可

欠
」
と
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
住
民
と
行
政
を

つ
な
ぐ
の
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
今
後

益
々
進
行
す
る
中
で
、
将
来
の
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
で
す
。
す
で

に
情
報
格
差
が
拡
大
し
、
地
域
の
活
力

が
衰
退
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
こ
の
ま
ま

だ
と
若
い
人
が
魅
力
を
感
じ
な
い
地
域

に
な
り
、
若
い
人
が
流
出
す
る
町
に
な

り
ま
す
。
人
口
減
少
・
過
疎
化
に
拍
車

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

企
業
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
っ
た
地

域
に
移
動
・
移
転
す
る
企
業
が
現
れ
ま

す
。
結
果
と
し
て
高
齢
者
が
地
域
に
残

新
温
泉
町
の
地
域
情
報
化

家
庭
で 

家
族
み
ん
な
で 

話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
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る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
高
速
通
信（
浜
坂
地
域
・

最
大
１
０
０
メ
ガ
）
が
確
保
さ
れ
る
ま

ち
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
で
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
対
応
し
た
事
業
の
展
開
を

例
示
し
て
い
ま
す
が
、
光
フ
ァ
ィ
バ
ー

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
防
災
時
の
安
否
確

認
、
健
康
・
福
祉
・
医
療
の
分
野
に
お

い
て
、
住
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
し
、教
育
の
分
野
で
も
、

生
涯
学
習
、
学
校
間
を
つ
な
ぎ
遠
隔
授

業
を
可
能
に
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
活
動
の
可
能
性
が
広
が
り
ま

す
。
若
い
人
が
「
１
０
０
メ
ガ
の
通
信

速
度
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
、
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
活
性
化
、
地
域
の
再
生
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
自
主
放
送
で
地
域
が
元
気
に

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
特
徴
の
１
つ
に

自
主
放
送
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
中
に

は
「
温
泉
地
域
で
は
自
主
放
送
を
あ
ま

り
見
て
な
い
し
、
評
価
し
て
い
な
い
」

と
言
わ
れ
る
方
が
い
ま
す
が
、
温
泉
地

域
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
番
組
を
視
聴
さ
れ

て
い
ま
す
。（
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約

95
％
の
方
が
「
毎
日
見
る
」・「
と
き
ど

き
見
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
）
自
主
放

送
視
聴
に
よ
り
地
域
の
話
題
が
輪
を
広

げ
、
地
域
の
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
が
直
接
放
送
事
業
を
展
開
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
、
行
政
が
伝
達
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
行
政
情
報
（
制
度
改
正
な

ど
）
や
ま
ち
の
動
き
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

地
域
情
報
を
広
報
す
る
こ
と
で
す
。

　

浜
坂
延
伸
に
よ
っ
て
、
町
の
動
き
、

新
し
い
行
政
の
情
報
、
要
望
の
多
い
議

会
中
継
な
ど
自
主
放
送
番
組
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
、
参
画
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

自
主
放
送
が
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
は
、
自
主
放
送
は
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
地
域
情
報
で
す
。

◆
安
全
・
安
心
の
た
め
に

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は
住
民
み

ん
な
の
願
い
で
す
。
行
政
の
最
も
大
切

な
仕
事
で
す
。
災
害
時
に
災
害
情
報
を

住
民
に
伝
え
る
の
は
行
政
で
す
。「
防

災
情
報
は
無
線
が
有
利
だ
」
と
言
わ
れ

る
方
が
あ
り
ま
す
が
、
防
災
情
報
の
や

り
と
り
は
、
消
防
無
線
な
ど
移
動
系
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

有
線
は
断
線
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
な

い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
自
主
放
送
に
よ

る
日
ご
ろ
か
ら
の
災
害
に
備
え
る
た
め

の
防
災
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
中
に
は
「『
浜
坂
延
伸
』
と

言
わ
ず
18
億
円
も
か
け
る
の
だ
か
ら
独

立
し
た
事
業
で
し
ょ
う
。
浜
坂
地
域
は

浜
坂
に
独
立
し
た
セ
ン
タ
ー
を
持
て
ば

い
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
ま

す
が
、
町
が
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る

農
林
水
産
省
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交

付
金
事
業
は
、
浜
坂
地
域
の
新
規
拡
大

分
の
み
な
ら
ず
既
存
の
温
泉
地
域
の
施

設
に
つ
い
て
も
、
交
付
金
対
象
（
機
能

拡
大
）
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
浜
坂
延
伸
・
18
億
円
の
事

業
の
内
容
は
、
通
信
基
盤
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
と
放
送
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
同
時
に
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

現
在
、
温
泉
地
域
は
ア
ナ
ロ
グ
波
で

放
送
さ
れ
て
い
る
も
の
を
デ
ジ
タ
ル
波

に
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
設
備
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浜
坂
地
域
全
域

に
通
信
基
盤
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
の
線
路
を
敷
設
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
仮
に
セ
ン
タ
ー
機
能
を
浜
坂
に

独
立
さ
せ
る
と
多
額
な
費
用
を
必
要
と

し
、
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
費
が
二
重

に
な
り
、
無
駄
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
浜
坂
に
は
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設

け
る
こ
と
で
、
最
少
の
経
費
で
事
業
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
高
速
通
信
基
盤
整
備
が
必
要

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
夢
ネ
ッ
ト
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
や
民
放
テ
レ
ビ
の
再
送
信
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
速
通
信
基
盤
（
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）
の
整
備
で
あ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｐ
電
話
、
そ
し
て

防
災
告
知
放
送
、
自
主
放
送
な
ど
多
種

多
様
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
再
送
信
だ
け
な
ら
、
デ
ジ

タ
ル
化
対
応
で
共
聴
組
合
の
受
信
機
の

変
更
が
安
価
で
す
。
し
か
し
、
今
後
、

放
送
と
通
信
が
融
合
す
る
時
代
を
迎
え

る
中
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
社
会
の
実

現
を
目
指
す
に
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
）
整
備
が

急
が
れ
ま
す
。
高
速
大
容
量
の
通
信
基

盤
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ん
な

が
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
し

ま
す
。
地
域
の
活
力
・
地
域
の
再
生
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
小
学
校
第
６
学
年
と
中
学
校
第
３
学
年
が
参
加
し
て
実
施

さ
れ
た
平
成
20
年
度
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
、
平
成
20
年
８
月
29
日
に
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
各
地
域
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
を

把
握
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
教
育
及
び
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ

の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

新
温
泉
町
に
お
け
る
本
調
査
の
分
析

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ

り
、
今
後
、
こ
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
改
善
や
学

習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
各
学
校
ご

と
の
分
析
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学

校
の
規
模
・
児
童
数
等
に
違
い
が
あ
る

た
め
、
公
表
は
行
い
ま
せ
ん
。

学
力
調
査
の
結
果

【
小
学
校　

国
語
】

　
「
話
す
・
聞
く
能
力
」
は
良
好
で
、

「
書
く
能
力
」
の
中
で
、
漢
字
を
書
く

こ
と
も
良
好
で
す
。「
読
む
能
力
」
で

は
、
文
章
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
内
容

の
読
み
取
り
に
弱
さ
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
読
書
好
き
」
は
多
い
よ
う
で

す
が
、
学
校
外
で
の
読
書
ま
で
に
は
広

が
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
読
書
時
間
も
極

め
て
短
い
よ
う
で
す
。

　

全
体
的
に
見
た
と
き
「
読
む
能
力
」

に
課
題
が
あ
り
、
目
的
に
応
じ
た
読
み

取
り
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
目
的
に
応
じ
て
集
中
し
て
読
む
こ

と
、
文
字
・
活
字
に
親
し
み
慣
れ
る
指

導
が
大
切
で
す
。

　

全
体
的
に
は
、
目
的
に
応
じ
て
「
読

む
」「
書
く
」「
聞
く
・
話
す
」
を
習

慣
化
さ
せ
る
指
導
の
工
夫
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
必
要
な

情
報
を
読
み
取
っ
て
考
え
を
ま
と
め
た

り
、
条
件
に
応
じ
て
書
き
換
え
た
り
す

る
力
を
つ
け
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
小
学
校　

算
数
】

　

算
数
Ａ
の
基
礎
基
本
を
問
う
問
題
に

つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
良
好
で
す
が
、

量
の
大
き
さ
の
感
覚
を
と
ら
え
る
こ
と

に
弱
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
加
法
乗

法
の
混
ざ
っ
た
式
の
優
先
順
位
が
理
解

で
き
て
い
な
い
子
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ド
リ
ル
等
で
繰
り
返
し
練
習
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

算
数
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
全
般
的
に
お

お
む
ね
理
解
で
き
て
い
ま
す
。
特
に
、

グ
ラ
フ
な
ど
与
え
ら
れ
た
情
報
か
ら
数

値
を
求
め
、
答
え
を
選
択
す
る
こ
と
は

多
く
の
児
童
が
で
き
て
い
ま
す
。た
だ
、

答
え
を
導
き
出
し
た
そ
の
理
由
を
明
確

に
数
や
言
葉
で
記
述
す
る
こ
と
が
苦
手

な
児
童
の
多
い
の
は
課
題
で
す
。

【
中
学
校　

国
語
】

　

話
す
・
聞
く
こ
と
の
基
礎
的
な
力
は
、

お
お
む
ね
良
好
で
あ
り
、
読
書
が
好
き

な
生
徒
は
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
内
容

に
は
偏
り
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
に
つ

い
て
は
、国
語
の
学
習
は
大
切
で
あ
り
、

将
来
に
も
役
立
つ
教
科
で
あ
る
と
い
う

認
識
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
学
習
を
楽

し
い
と
感
じ
意
欲
的
に
学
ぶ
と
い
う
姿

勢
は
や
や
希
薄
で
す
。

　

書
く
能
力
、読
む
能
力
に
つ
い
て
は
、

文
章
の
内
容
を
、
よ
く
理
解
し
分
析
す

る
こ
と
に
は
努
力
を
要
し
ま
す
。

　

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技

能
に
つ
い
て
は
、
漢
字
や
歴
史
的
仮
名

遣
い
等
に
対
す
る
知
識
は
身
に
つ
い
て

い
ま
す
が
、
日
常
使
い
慣
れ
な
い
語
句

に
対
す
る
理
解
は
ま
だ
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
の
指
導
と
し
て
は
、
字
数
や

テ
ー
マ
な
ど
、条
件
に
応
じ
て
「
書
く
」

場
面
を
設
定
し
、
練
習
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。　

ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
の

考
え
を
的
確
に
述
べ
る
場
や
機
会
等
を

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
度 

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
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【
中
学
校　

数
学
】

　

数
学
Ａ
（
主
と
し
て
知
識
）
で
は
、

知
識
の
定
着
は
お
お
む
ね
あ
る
も
の

の
、
知
識
を
関
連
づ
け
、
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
に
や
や
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

数
学
Ｂ
（
主
と
し
て
活
用
）
で
は
、

問
題
文
を
読
ん
で
内
容
を
把
握
す
る
こ

と
、
多
面
的
に
考
え
問
題
解
決
に
結
び

つ
け
る
こ
と
に
や
や
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
事
象
に
つ
い
て
、

数
量
関
係
を
と
ら
え
、
式
に
表
す
こ
と

に
課
題
が
あ
る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

変
域
の
意
味
の
理
解
や
反
比
例
の
グ

ラ
フ
か
ら
式
を
求
め
る
こ
と
、
文
章
で

表
現
さ
れ
た
具
体
的
な
事
象
か
ら
必
要

な
情
報
を
取
り
出
し
て
単
純
化
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
問
題
解
決
の
方
法
を
数
学

的
に
説
明
す
る
こ
と
に
も
課
題
が
あ
り

ま
す
。

学
習
・
生
活
状
況
調
査
の
結
果

【
小
学
校　

学
習
・
生
活
状
況
調
査
】

　

家
庭
で
の
生
活
時
間
に
つ
い
て
は
、

起
床
・
就
寝
時
刻
は
安
定
し
て
お
り
、

朝
食
を
き
ち
ん
と
と
る
児
童
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
学
習
塾
に
は
ほ
ぼ
半
数
の

児
童
が
通
っ
て
お
り
、
将
来
の
夢
や
目

標
を
持
っ
て
い
る
児
童
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
ま
た
、
多
く
の
児
童
が
物
事
を
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
て
う
れ
し
か
っ
た
体

験
を
持
つ
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
生
活
や
学
習
に
関
す
る
こ
と
で

は
、友
達
に
会
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
、

好
き
な
教
科
が
あ
り
、
学
習
す
る
こ
と

に
意
義
を
見
出
し
、
そ
の
大
切
さ
を
強

く
感
じ
て
い
る
児
童
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
発
表
す
る
機
会
も
多
く
持
ち
、
意

欲
を
持
っ
て
主
体
的
に
授
業
に
臨
む
児

童
が
育
っ
て
い
ま
す
。
国
語
の
勉
強
は

大
切
だ
と
答
え
て
い
る
反
面
、
発
表
の

組
み
立
て
を
工
夫
し
た
り
書
い
た
り
話

し
た
り
す
る
活
動
が
や
や
苦
手
な
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
算
数
の
勉
強
は

大
切
だ
と
答
え
て
い
る
児
童
が
圧
倒
的

で
、
授
業
に
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
域
や
社
会
に
関
す
る
こ
と
で
は
、

地
域
の
行
事
に
多
く
参
加
し
て
い
る

反
面
、
社
会
の
出
来
事
や
地
域
の
歴

史
・
自
然
へ
の
関
心
度
は
高
く
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い

う
観
点
で
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連

携
と
そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
現

状
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
へ
の
児
童

の
期
待
は
高
く
、
体
験
的
学
習
を
含
め

た
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
が
一
層
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

社
会
生
活
の
面
で
は
、
学
校
の
き
ま

り
を
守
り
、
友
だ
ち
と
の
約
束
も
守
っ

て
い
る
と
多
く
の
児
童
が
答
え
て
い
ま

す
。
近
所
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ
も
ほ
と

ん
ど
の
児
童
が
し
て
お
り
「
人
が
困
っ

て
い
る
と
き
は
、進
ん
で
助
け
て
い
る
」

と
答
え
る
児
童
が
多
い
こ
と
も
特
徴
点

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
中
学
校　

学
習
・
生
活
状
況
調
査
】

　

学
校
生
活
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
良
好
で
あ
り
、
ま
た
、
学
校
生
活
が

楽
し
い
と
感
じ
て
い
る
生
徒
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
で
の
学
習
習
慣
が
身
に
つ
い
て

い
な
い
生
徒
、
ま
た
、
平
日
で
も
テ
レ

ビ
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
見
る
時
間
が
二
時

間
を
超
え
て
い
る
生
徒
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

　

社
会
や
地
域
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
今
住
ん
で
い
る
地
域
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
い
る
生
徒
は
意
外
と
少

な
か
っ
た
で
す
が
、
お
お
む
ね
地
域
行

事
に
は
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
活
動
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
生
徒
が
自
然
体
験
、
飼
育
・

栽
培
体
験
、
生
活
体
験
な
ど
を
経
験
し

て
い
ま
す
。

　

自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
う
れ
し

か
っ
た
体
験
を
も
つ
生
徒
、
何
事
に
も

挑
戦
し
よ
う
と
す
る
生
徒
、
自
尊
感
情

の
あ
る
生
徒
、
夢
や
目
標
を
持
つ
生
徒

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
約
束
を

守
る
生
徒
、
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
は

進
ん
で
助
け
よ
う
と
す
る
生
徒
、
人
の

気
持
ち
が
分
か
る
人
間
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

学
習
に
対
す
る
関
心
・
意
欲
・
態
度

に
つ
い
て
は
、
読
書
が
好
き
な
生
徒
、

国
語
で
学
習
し
た
こ
と
が
将
来
役
に
立

つ
と
思
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
数
学
に
つ
い
て
は
、
数
学
の
勉

強
は
大
切
で
将
来
役
に
立
つ
と
考
え
て

い
る
生
徒
、
数
学
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
７

国・県の調査結果報告書と CD-ROM
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加藤文太郎
記念図書館

「１2月のおすすめの本」
ご案内

ナイン ･ ストーリーズ・オブ・ゲンジ 
　松浦理恵子他　著／新潮社

源氏物語の千年紀にちなんだ、九人の
作家によるリメイク版。斬新な解釈や、
現代版にアレンジした作品など、新た
な源氏物語の面白さを発見できる。今
年最後の読書におすすめの『もうひと
つの源氏物語』

遊
ゆ

行
ぎょう

の門
五木寛之　著／徳間書店

｢うつ」の時代に人はどう生きぬいて
いったらよいのか？作者が鳥取で考え
た「ウツの力」を生かす逆転の発想と
は！人は生きているだけで価値がある。
不安な心を抱えて生きる人々へ五木寛
之が贈る、心をほぐす応援エッセイ。

星野富弘　ことばの雫
しずく

　星野昌子　写真／いのちのことば社
24 歳で車椅子生活を送ることになった
著者は、沢山のものを失ったが、本当
に大切なことに気づくことができた。
そして、愛する人とめぐりあい二人三
脚で生きて、沢山の詩画集を作り続け
てきた。珠玉のことばと写真でつづら
れた心に染みる１冊。

神さまの森、伊勢
今森光彦　作／小学館

「伊勢」の森で写真家の今森光彦が見
たものは、長い年月をかけて大切に受
け継がれてきた日本人の神様を敬う心
だった。その迫力のある森の写真は、
見るものを神聖な世界へ導いてくれる。
あなたも神様の森へ行ってみませんか。

だんろのまえで
鈴木まもる　作／教育画劇

吹雪の森の中で道に迷ったぼくは、一
本の大きな木についているドアをあけ
た。そこは暖炉に火が燃えた暗く暖か
な場所だった。「疲れたら、休めばいい
んだよ…」癒しと再生をテーマにつづ
られた大切な人に贈りたい絵本。

  

クリスマスおはなし会     　    
ぶんちゃんのおはなしポケットのみな
さんと図書館職員によるクリスマス特
別おはなし会です。クリスマスにちな
んだ絵本の読み聞かせやおはなしを
します。サンタさんも登場しますので、
ぜひ見に来てください。

『楽しいクリスマスのおはなし』他
◆と 　き　12月20日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

＊リクエストや予約したい本があり
ましたらお気軽にお問い合わせく
ださい。

＊利用者カードの作成を希望される
方は、免許証や保険証など本人確
認できるものをご持参ください。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（12月号） 12

1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

は休館日
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広報しんおんせん（12月号）

―

冬
を
快
適
に
過
ご
す
た
め―

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▼
気
象
情
報
等
に
十
分
注
意
し
、
大
雪

警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

▼
降
積
雪
時
に
は
、
な
る
べ
く
マ
イ

カ
ー
の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
降
積
雪
時
に
は
必
ず
冬
用
タ
イ
ヤ
や

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

▼
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

▼
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
水
道

水
を
融
雪
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の
転
落
事
故
や

　

今
年
も
本
格
的
な
降
雪
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
春
に
な
れ
ば
融
け
る
雪
と
は

い
え
、
住
民
生
活
の
切
実
な
問
題
で
す
。
降
積
雪
時
に
は
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

り
、
雪
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
型
除
雪
機
械
に
よ
る
事
故
が
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
生
活
道
路
や
歩
道
、
バ
ス
停
付
近
、

防
火
水
槽
、
用
水
路
付
近
の
除
排
雪

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
寒
い
屋
外
で
の
除
雪
作
業
の
際
に

は
、健
康
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

本
町
は
、
交
通
を
確
保
し
住
民
の
生

活
安
定
を
図
る
た
め
、
幹
線
道
路
等
の

除
雪
を
行
い
ま
す
。
除
雪
は
、
夜
も
明

け
な
い
早
朝
か
ら
の
出
勤
、
悪
天
候
の

中
で
の
作
業
な
ど
、
大
変
な
苦
労
と
危

険
を
伴
い
ま
す
。
事
故
が
な
く
ス
ム
ー

ス
に
除
雪
で
き
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
除
雪
作
業
に
支
障
が
生
じ
ま
す
の

で
、
路
上
で
の
駐
車
は
し
な
い
で
下

さ
い
。

◇
電
線
類
の
垂
れ
下
が
り
や
樹
木
の
倒

伏
な
ど
が
な
い
よ
う
に
固
定
、
伐
採

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
側
溝
上
な
ど
に
、
不
法
な
占
有
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
道
路
沿
い
の
電
気
柵
な
ど
は
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
消
火
栓
に
は
目
印
と
な
る
赤
い
旗
等

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
排
雪
場
所
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
排
雪
場
所
が
な
け
れ
ば
除
雪
で

き
ま
せ
ん
。
特
に
道
路
沿
い
の
ご
家

庭
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
町
内
の
除
雪
車
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
バ
ス
路
線
や
緊
急
時
に
対
応
す

る
た
め
幹
線
道
路
の
除
雪
を
優
先
し

ま
す
。
除
雪
対
象
路
線
で
あ
っ
て
も

早
朝
作
業
に
遅
延
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

路
上
駐
車
、
不
法
な
占
用
物
や
道
路

沿
い
の
電
気
柵
な
ど
未
撤
去
の
場
合
は

破
損
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
際
の
責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
撤
去
に
つ
い
て
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

冬の生活を快適に過ごすため　　　　　　　
ご協力をお願いします
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産業別最低賃金が改正されました

H20（2008）.12.11

まちの求人案内

広報しんおんせん（12月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

12 月 1 日から兵庫県内の産業別最低賃金が改正されました。最低賃金
制度とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度を定め、使用者は
定められた最低賃金額以上の賃金を支払わなければならない制度です。

◆地域別最低賃金
　兵庫県最低賃金　712 円（10 月 22 日発効）

◆問い合わせ　兵庫労働局　賃金課
　℡（０７８）３６７ ‐ ９１５４

　（常　用） 　（パート） 平成 20 年 11 月 20 日現在
事業所名 職種 年齢 時給（円）

（浜坂地域）
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 720 ～ 1,000
㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウ ェ ー タ ー、
ウェートレス 不問

800 ～ 950
事務オペレーター 800 ～ 950
販売補助 800 ～ 1,100

日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730 ～ 790
㈲山米鮮魚 事務 不問 750 ～ 850
ミネル㈱ 英会話講師及び

学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,500
㈱コメリ 販売員 不問 750 ～ 800
㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820 ～ 1,000
山陰道路㈱ ホール係 不問 720 ～ 900
特定非営利活動法人
にーず 介護員 不問 800 ～ 1,000
㈲アートライフタニタ 販売 不問 750 ～ 850
㈱マルワ渡辺水産 業 務 全 般、

レジ、惣菜 不問 720 ～ 800
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,180
ゴダイ㈱ 販売 不問 720 ～ 800

（温泉地域）

㈱井筒屋 布団敷き 不問 800
客室係 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 800 ～ 1,500
洗浄係 800 ～ 1,200

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

准看護師、
正看護師 不問 1,200 ～ 1,400

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員
不問

750
看護員 950
ケアマネージャー 850

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770
㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300
㈱西沢製作所 溶接工 40 以下 712
㈱ナカケー 鮮魚部 不問 800
アイケー電機㈱
湯村工場

電気機械
器具製造 不問 750 ～ 850

㈱たむら 接客及び
厨房補助 不問 712 ～ 800

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 64 以下 180 ～ 300
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 59 以下 120 ～ 151
日清医療食品㈱
近畿支店

調理員、
調理師 不問 133 ～ 146
栄養士 144 ～ 176

㈱隆栄水産
営業 59 以下 190 ～ 300
販売管理 59 以下 190 ～ 270
販売員 40 以下 180 ～ 260

㈱三島組 現場監督者 59 以下 210 ～ 260
浜美屋食品㈱ 事務員 59 以下 145 ～ 180
㈱北近畿クボタ 営業 35 以下 168 ～ 225
㈱マルワ渡辺水産 業務全般 59 以下 160 ～ 200
医療法人社団　
高木医院 医療事務 59 以下 130 ～ 180
特定医療法人杏風会
浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215

上島プロパン㈱ 接客営業兼
事務全般 不問 137 ～ 145

（温泉地域）

㈱みよしや旅館 客室係 61 以下 205 ～ 245
フロント 145 ～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 59 以下 198
㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256

売店係 147 ～ 184
㈱寿荘 フロント 59 以下 140 ～ 150

事務員 130 ～ 140
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

准看護師、
正看護師 不問 182 ～ 207

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 64 以下 125 ～ 130

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

ケアマネージャー
59 以下

146 ～ 149
看護師 170 ～ 174
介護員 176 ～ 191

富士綜合警備保障㈱ 営業 64 以下 150 ～ 200
警備員 18 以上 119 ～ 124

㈱マルワフーズ
渡辺水産 食品製造 64 以下 140 ～ 180

㈱朝野家 調理補助 59 以下 165
客室係 225 ～ 260

森田歯科医院 歯科衛生士 不問 150 ～ 185
㈱ナカケー 鮮魚部 59 以下 150 ～ 180
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 40 以下 135 ～ 170

◆産業別最低賃金
適用業種名 時間額

繊維工業、靴下製造業 750 円
生産用 ･ 業務用機械器
具製造業

822 円

電気機械器具製造業 786 円
各種商品小売業 758 円
自動車小売業 802 円
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農
業
委
員
会
情
報
№
34―

新
温
泉
町
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

広報しんおんせん（12月号）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、新
温
泉
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙（
定
数
17
）が
10
月
18
日（
土
）

行
わ
れ
、
町
議
会
推
薦
、
農
業
団
体
推
薦
の
委
員
５
人
と
あ
わ
せ
、
22
人
の
農
業
委
員

全
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
作
り
方

①
干
し
し
い
た
け
は
水
に
も
ど
し
て
４

つ
切
り
に
す
る
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
手
で

ち
ぎ
る
。
他
の
野
菜
は
乱
切
り
に
し
、

ご
ぼ
う
と
れ
ん
こ
ん
は
水
に
浸
け
る
。

鶏
肉
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。

②
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
て
、
し
ょ
う

が
と
鶏
肉
を
炒
め
、
調
味
料
を
半
分

入
れ
る
。

③
別
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
て
、
他
の

材
料
を
炒
め
、
②
を
加
え
る
。

④
ひ
た
ひ
た
に
な
る
ま
で
だ
し
汁
を
加

え
て
煮
る
。

⑤
野
菜
が
柔
ら
か
く
煮
え
た
ら
、
残
り

の
調
味
料
を
入
れ
て
、
汁
気
が
な
く

な
る
ま
で
煮
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

  

★
筑
前
煮

◆材料（４人分）
・鶏肉・・・・・・200 ｇ
・しょうがのみじん切り・小さじ 1
・ごぼう・・・・・小 1 本
・れんこん・・・・小 1 節
・干ししいたけ・・・4 枚
・たけのこ・・・・100 ｇ
・人参・・・・・・・1 本
・こんにゃく・・・・1 枚
・サラダ油・・・大さじ 3
・だし汁・・・・・・適量

（調味料）
・酒・・・・・・大さじ 2
・砂糖・・・・・大さじ 5
・しょう油・・・大さじ 6
・みりん・・・・大さじ 2

▼新温泉町農業委員会委員
選挙委員任期（平成 20 年 10 月 23 日～平成 23 年 10 月 22 日）

氏　名 住所 専門部会 担当地区 兼務地区

会長 川元　勝利
（議会推薦） 熊谷 ― 全地域総括

代理 谷口　正友 対田 ― 対田、久谷、高末、正法庵
委員 松岡　健三 浜坂 農政部 浜坂１、浜坂２

同 川西　武夫
（議会推薦） 芦屋 農地部 芦屋 清富

同 仲村　千昭 指杭 農地部 指杭、田井 清富
同 岸本　伴行 和田 広報部 赤崎、和田、三尾

同 井上　恭一 戸田 農地部
（部長） 戸田、三谷、福富

同 奥澤　芳男
（議会推薦） 七釜 畜産部 七釜、栃谷、田君 二日市

同 石原　八一 古市 農政部
（部長） 古市、用土、新市、 二日市

同 中村　文吾 久斗山 畜産部
（部長） 境、久斗山、辺地、藤尾

同 川原　智明 諸寄 広報部 諸寄、奥町、釜屋、居組
同 西村　壯一 歌長 農政部 春来、歌長、高山、数久谷

同 赤坂與志夫 桐岡 広報部
（副部長）桐岡、湯

同 重本　静男 竹田 農地部 細田、竹田

同 河越　敦子
（農協推薦） 井土 広報部

（部長） 井土、今岡金屋

同 岡　明彦 伊角 農政部 熊谷、伊角、桧尾、数久谷
同 西澤　進 中辻 畜産部 丹土、中辻

同 寺谷　敏 飯野 農地部
（副部長）飯野、多子

同 山本　智明 塩山 畜産部
（副部長）塩山、切畑

同 西脇　功 千谷 農政部
（副部長）千谷、千原、鐘尾

同 尾﨑　睦夫
（議会推薦） 海上 広報部 海上、前、内山、越坂、

宮脇

同 田中　孝広 岸田 畜産部 石橋、田中、岸田、青下、
霧滝

農
業
委
員
と
担
当
地
区
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６
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広報しんおんせん（12月号）

新温泉町恒久平和祈念式
　11 月 11 日（火）、夢ホールで「恒久平和祈念式」を
開催し、戦没者の遺族ら約 300 人が参加しました。
　式では、「恒久平和の町」宣言を発表した後、黙とう
や献花などにより戦没者の冥福を祈りました。引き続き

「平和の集い」が行われ、平和の歌と平和祈念作文が発
表されました。このうち浜坂西小学校 6 年生の寺口脩
さんは「戦争はとても悲惨なものであり、平和はとても
大切なもの。戦争はなくしていかなければならないもの
で、世界中の子供たちが心の底から笑えるような世界に
なることを願う」と訴えました。

100 歳を迎えた岡村きみ江さん
　満 100 歳を迎えた岡村きみ江さん（高末）の長寿を
祝福するため、11 月 29 日（土）、馬場町長、中井社会
福祉協議会会長らが岡村さん宅を訪れ、銅版の祝い状、
祝い品などを贈りました。
　馬場町長は「これからも元気ですこやかにお過ごし下
さい」と銅版の祝い状を手渡しました。岡村さんはデイ
サービスに出かけたりテレビを見ることが好きで、長寿
の秘訣は「体をよく動かすこと」だそうで、家の周りの
草取りや花をづくりなどを行って過ごしています。

11 月 15 日（土）松葉ガニシーズンの到来を祝い、「カ
ニ元浜坂」をＰＲする「第 21 回浜坂みなとカニ祭り」
が浜坂漁港セリ市場で開催されました。

会場では「カニソムリエ」が活きた松葉ガニをまるご
と調理する味わいコーナーや、クレーンでつった大釜で
大量のセコガニをゆでる「アツアツ即売コーナー」、七
釜温泉からの出張足湯などの多彩なイベントが繰り広
げられました。当日は好天に恵まれ、県外などから約 2
万 5 千人の観光客が訪れ、冬の味覚を楽しみました。

レッツ！作ろう！地域連合！！
　関西学院大学の学生が、淡路市、新温泉町、丹波市の
地域の特産物を組み合わせた新しい特産物を作り、地域
の活性化につなげることを目的として 11 月 16 日（日）、

「レッツ！作ろう！地域認定特産物！」と題したイベン
トを三田市内で開催しました。
　インターネット上で、本町の但馬牛など各町の特産物
を用いたオリジナルレシピを募集し、レシピを元にプロ
の料理人が調理を行いました。参加者による試食が行わ
れた結果「牛丼」が新しい特産物として認定されました。

浜坂みなとカニまつり
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広報しんおんせん（12月号）

　「第 9 回宇野雪村賞全国書道展・第 6 回新温泉町小中
学生書作品展」の表彰式を 11 月 2 日（日）、浜坂先人
記念館「以命亭」で行いました。
　宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞した筒井忍さん（三
木市）に、馬場町長が賞状、記念品などを手渡しまし
た。宇野雪村賞へは、全国から 1,514 点もの応募があり、
審査員を務めた岸本太郎先生は「今年の作品は例年以上
に創意があって力強く、新鮮で自在、書領域に拡がりを
見せていた」と高く評価していました。

　11 月 2 日（日）、浜坂中学校吹奏楽部が地域の皆さ
んに日ごろの練習の成果を披露する「第８回ピュアサウ
ンドコンサート」が浜坂北小学校で開催されました。
　会場には約 300 人の観客が集まり「そよ風のマーチ」
で幕開けしました。また、ゲスト出演した浜坂高等学校
吹奏楽部の演奏も行われ、生徒らの力強い演奏で集まっ
た観客を魅了しました。

　県立浜坂高等学校主催の「第 7 回松林展＆ミニコン
サート」が、11 月 3 日（月）浜坂県民サンビーチ「松の庭」
で開催されました。
　作品展示や演奏を通して、住民に松の庭を身近に感じ
てもらおうと平成 13 年から取り組んでいるもので、生
徒が授業で取り組んだ絵画や書道の作品、約 50 点が展
示されました。吹奏楽部によるコンサートでは「東京ブ
ギウギ」、NHK 大河ドラマ「篤姫」のオープニングテー
マなど 5 曲が演奏され、訪れた人たちを楽しませました。

浜坂高校松林展＆ミニコンサート

　春来のそば処「てっぺん」で、11 月 9 日（日）、「新
そばまつり」が開催されました。
　春来そば生産組合が日ごろの感謝を込めて、「てっぺ
ん」の開店記念日である 11 月 11 日前後に毎年行って
いるもので、まつりを機に収穫したばかりの新そばに切
り替えて来場者に提供しています。会場では、地元で採
れた農産物やつきたてのもちが販売されたほか、ソバの
実を両手ですくい取り、重さ分のそば粉を受け取ること
ができるイベントも行われました。

春来新そばまつり

宇野雪村賞全国書道展表彰式
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ご
案
内

広報しんおんせん（12月号）

製造事業所の皆様へ
　経済産業省では、工業統
計調査を平成 20 年 12 月 31
日現在で実施します。
　工業統計調査は、製造業
を営む事業所を対象として、
その活動実態を明らかにす
ることを目的として調査し
ます。調査結果は、国や地方公共団体の行政施策
の重要な基礎資料として利用されるとともに、企
業、大学などでの研究資料、小・中・高等学校の
教材など、広く利用されているところです。皆様
からご提出していただく調査票については、統計
法に基づき調査内容の秘密は厳守されますので、
正確なご記入をお願いします。

―問い合わせ―
企画課　広報情報係

℡（０７９６）８２ ‐ ５６２４

「
森
本
伯
峯
書
作
展
」
の

ご
案
内

▼
と
き　

平
成
20
年
12
月
20
日
（
土
）

～
平
成
21
年
１
月
21
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容

　

森
本
伯
峯
さ
ん
（
対
田
在
住
）
の
児

童
・
生
徒
用
手
本
、
創
作
作
品
、
童

謡
・
唱
歌
の
各
書
道
作
品
約
45
点
を

展
示
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

前
田
華か

汀て
い

〝
書
〟
の
世
界
展

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
企
画

展
と
し
て
、
養
父
市
大
屋
町
在
住
の
書

道
家　

前
田
華
汀
氏
の
書
道
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
20
年
12
月
17
日
（
水
）

～
平
成
21
年
１
月
18
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
展
示
数　

約
30
点

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

▼
と
き　

12
月
21
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
参
加
バ
ン
ド

①
の
ぼ
る

②W
ing

×Cun2

　
（
ウ
ィ
ン
グ
×
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
）

③Jaunty Fellow
s

　
（
ジ
ャ
ウ
ン
テ
ィ
ー　

フ
ェ
ロ
ー
ズ
）

④ALL A

（
オ
ー
ル　

エ
ー
）

▼
入
場
券　

５
０
０
円
（
当
日
受
付
）

▼
問
い
合
わ
せ　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
（
事
務
局　

温
泉
公
民
館
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

　

地
元
高
校
生
に
よ
る
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ

Ｒロ

ｏッ

ｃク

ｋ
・
Ｔ
ｈザ

ｅ
・ 

Ｆフ

ｕュ

ｔー

ｕチ
ャ

ｒー

ｅ
開
催
の
ご
案
内

　

こ
の
事
業
は
美
方
郡
内
の
高
校
生
を

対
象
に
、
音
楽
活
動
を
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
学
生
に
発
表
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
・
文
化

芸
術
の
活
性
化
を
目
的
に
、
夢
ホ
ー
ル

ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
が
企

画
し
た
事
業
で
す
。
今
回
は
、
浜
坂
高

校
よ
り
4
組
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
高
校
生
の
熱
い
ラ
イ
ブ
を

ご
覧
下
さ
い
。
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公
立
浜
坂
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
診
療
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
外
来
診
察
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
救

急
患
者
様
に
つ
い
て
は
、
日
当
直
医
が

診
察
し
ま
す
。

▼
12
月
27
日
（
土
）
～
1
月
4
日
（
日
）

　

全
科
休
診

▼
1
月
5
日
（
月
）
～

　

通
常
ど
お
り
の
診
療
体
制

※
お
願
い

　

従
前
か
ら
「
夜
間
・
時
間
外
診
療

（
土
日
含
む
）」
は
、
午
後
９
時
ま
で
の

受
診
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
午
後
９
時
以
降
に
つ
い
て
も
可
能

な
限
り
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
年

末
年
始
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
午

後
９
時
ま
で
の
受
診
に
ご
協
力
を
重
ね

て
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
期
間
中
の
診
療
受

診
に
つ
き
ま
し
て
も
、
必
ず
事
前
に
電

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

広報しんおんせん（12月号）

H20（2008）.12.11

お
知
ら
せ

整
形
外
科
外
来
休
診
に
つ
い
て

　

次
の
期
日
は
、
医
師
都
合
に
よ
り
整

形
外
科
外
来
が
休
診
と
な
り
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▼
休
診
日　

平
成
21
年
１
月
13
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
医
師
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

特
別
図
書
整
理
に
よ
る

休
館
の
お
知
ら
せ

　

次
の
期
日
は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休

館
い
た
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
休
館
期
間　

　

平
成
21
年
１
月
21
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　

31
日
（
土
）

長
期
休
館
に
伴
う
貸
出

冊
数
の
変
更
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
お
よ
び
特
別
図
書
整
理
期

間
の
長
期
休
館
に
伴
い
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に

次
の
と
お
り
貸
出
冊
数
を
変
更
し
ま
す
。

▼
期
間　

平
成
20
年
12
月
15
日
（
月
）

　

～
平
成
21
年
１
月
20
日
（
火
）

▼
貸
出
冊
数　

10
冊
（
通
常
は
５
冊
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
で
す

　

こ
れ
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉

致
な
ど
の
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、

国
民
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
国
際
社
会
と
共
同
し
て
そ
の
実

態
を
解
明
し
、
今
後
同
様
の
問
題
が
発

生
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

美
方
警
察
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
０
１
１
０

「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」
へ
の
ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
で
は
〝
も
の

の
大
切
さ
〟
を
考
え
、
家
庭
に
眠
っ
て

い
る
品
物
を
有
効
利
用
し
、
思
い
や
り

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
、
こ
の
た
び
皆
様
よ
り
５
４
７
点
に

も
の
ぼ
る
品
物
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

お
か
げ
様
で
、
11
月
２
日
（
日
）
新

温
泉
町
文
化
祭
温
泉
会
場
で
「
ふ
れ
あ

い
バ
ザ
ー
」
を
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
（
水
）
に
収
益
金
を
新
温

泉
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
に
対
し
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会

　
　
（
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

　

  

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
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I N F O R M A T I O N
年
末
火
災
特
別
警
戒
の
お
知
ら
せ

　

年
末
で
あ
わ
た
だ
し
い
中
、
お
宅
の

火
の
元
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
、
恐
ろ

し
い
火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

「
火
の
し
ま
つ 

　
　

君
が
し
な
く
て 

　
　
　
　
　

誰
が
す
る
」

▼
実
施
期
間　

12
月
19
日
（
金
）
～

　

31
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
方
広
域
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
１
９

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ
「
信
用
保
証

制
度
」
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、

中
小
企
業
庁
で
は
信
用
保
証
制
度
（
緊

急
保
証
制
度
）
を
拡
充
し
ま
し
た
。
対

象
業
種
の
方
は
一
般
保
証
８
千
万
円
に

加
え
て
、
別
枠
で
８
千
万
円
ま
で
の
保

証
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

信
用
保
証
協
会
の
１
０
０
％
保
証
で
責

任
共
有
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
拡
充
内
容

・
緊
急
保
証
の
対
象
業
種
を
１
８
５
業

種
か
ら
６
１
８
業
種
へ
緩
和

・
売
上
減
少
要
件
が
、
最
近
３
カ
月
の

売
上
額
が
前
年
同
期
に
比
べ
て
３
％

以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
に
利
用
が

可
能
と
な
っ
た

▼
実
施
期
間　

平
成
20
年
10
月
31
日
～

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

※
対
象
業
種
はhttp://w

w
w

.chusho.
m

eti.go.jp

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　

取
引
金
融
機
関
の
確
認

と
町
長
の
認
定
を
受
け
て
、
兵
庫
県

信
用
保
証
協
会
へ
申
し
込
み
を
行
い
、

審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

　

経
済
産
業
省
近
畿
経
済
産
業
局

　
　
　
　
　
　
　

産
業
部
中
小
企
業
課

　

℡
（
０
６
）
６
９
６
６
‐
６
０
２
４

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除

雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

◇
作
業
を
行
う
前
に
、
必
ず
取
扱
説
明

書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
使
い
方

▼
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
日
が
変
更

と
な
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
の

で
、
い
き
い
き
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
ま
た

は
、
ご
み
収
集
計
画
表
を
確
認
の
上
、

ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

◇
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部

（
オ
ー
ガ
、
ブ
ロ
ワ
）
が
完
全
に
停

止
し
て
か
ら
を
雪
か
き
棒
を
使
っ
て

行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
回
転
部
に
近
づ
く
と
き
に
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部
が
完

全
に
停
止
し
て
か
ら
作
業
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

◇
発
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
挟
ま
れ

た
り
し
な
い
よ
う
、
足
も
と
や
後
方
の

障
害
物
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す
方
向

に
、
人
や
車
・
建
物
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
除
雪
機

の
回
り
に
は
絶
対
に
人
を
近
づ
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業
会

　

℡
（
０
３
）
３
４
３
３
‐
０
４
１
５

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
と

持
込
み
の
休
業
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
12
月
30
日
（
火
）
～
１
月

４
日
（
日
）
の
間
、
ご
み
の
収
集
と
ご

み
の
持
込
み
は
お
休
み
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

H20（2008）.12.11

広報しんおんせん（12月号）

◇浜坂地域

Ｂコース
（水曜・土曜燃えるごみ収集の地区）

（年末）12 月 29 日（月）

（年始）  １月  5 日（月）
※Ａコースはごみの収集日に変更はありません。（年末年始は休み）
◇温泉地域

地区名 品　目 変更前 変更後
宮 脇、 内 山、 越 坂、

海上、前、石橋、田中、

岸田、青下

燃えるごみ 1 月 3 日（土）1 月 5 日（月）

※上記以外の地区については変更ありません。（年末年始は休み）
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H20（2008）.12.11

広報しんおんせん（12月号）

「
愛
の
献
血
」
の
実
施
に
つ
い
て

【
上
島
プ
ロ
パ
ン
㈱
会
場
】

▼
と
き　

12
月
19
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場
】

▼
と
き　

12
月
19
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

※
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
証

明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

12
月
１
日
か
ら
「
改
正
石
綿
救

済
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
給
付
金
の
支

給
に
つ
い
て
次
の
点
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

○
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
間
が
平

成
24
年
３
月
27
日
ま
で
に
延
長
さ
れ

ま
し
た
。

○
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
対
象
が
平

成
18
年
３
月
26
日
ま
で
に
亡
く
な
っ

た
労
働
者
の
ご
遺
族
の
方
へ
と
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
労
働
局
労
災
補
償
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
９
１
５
５

第
10
回
夢
ホ
ー
ル
歌
声

広
場
の
参
加
者
募
集

　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

ク
ラ
ブ
で
は
、
本
年
も
全
国
の
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
家
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
カ

ラ
オ
ケ
大
会
「
夢
ホ
ー
ル
歌
声
広
場
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
本
年
は
こ

の
大
会
を
始
め
て
10
年
目
の
節
目
の
年

に
あ
た
り
、
遠
く
は
京
都
・
岡
山
の
参

加
者
な
ど
毎
年
80
名
を
超
え
る
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
家
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日

【
予
選
大
会
】平
成
21
年
３
月
１
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

【
決
勝
大
会
】平
成
21
年
３
月
８
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
参
加
資
格　

高
校
生
以
上

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
て
受
け

付
け
し
ま
す

▼
参
加
料　

３
千
円

▼
募
集
人
員　

約
80
名

　
　
　
　
（
抽
選
に
て
出
場
者
を
決
定
）

▼
募
集
期
限

　

平
成
21
年
１
月
16
日
（
金
）

▼
そ
の
他　

出
場
決
定
後
に
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
・
歌
詞
カ
ー
ド
を
収
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
（
事
務
局　

温
泉
公
民
館
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

募　

集

～ゴマせんべいと蒸しパン作りにチャレンジ！～
親子クッキング教室参加者募集

ゴマせんべいと蒸しパンを作ってみませんか。この
機会にぜひチャレンジしてください。

◆と 　 き　1 月 12 日（月）午前 9 時～ 11 時 30 分
◆と こ ろ　上山高原ふるさと館
◆内 　 容　ゴマせんべい作り、蒸しパン作り
◆主 　 催　特定非営利活動法人
　　　　　　　　　　　上山高原エコミュージアム
◆対 　 象　小学生と保護者
　　　　　　（４年生以上は子供のみの参加可）
◆参 加 費　大人５００円、子供４００円
◆持 ち 物　エプロン、三角きん、飲み物
◆募集人員　先着 20 人
◆募集期限　１月９日（金）

―申し込み・問い合わせ―
上山高原ふるさと館

℡（０７９６）９９ ‐ ４６００

　  悪徳電化営業の訪問販売や
　　　　　　　電話勧誘業者にご注意を！

電化を含む住まいのリフォームをお気軽にご相談
ください。省エネやエコロジー（ecology）を正確
にご提案します。アフターは住まいの困り事を解
決するリビングサポートで安心です。

「電化も扱う総合リフォームとリビングサポートのお店」
上島プロパン株式会社　℡（0796）82-3110

【広告】
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広報しんおんせん（12月号）

福
祉
有
償
運
送
の
登
録

法
人
の
募
集

　

非
営
利
事
業
者
が
、
障
害
者
・
要
介

護
等
高
齢
者
な
ど
の
移
動
困
難
な
方
を

対
象
に
有
償
で
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

に
は
、
法
令
に
基
づ
く
登
録
が
必
要
に

な
る
と
と
も
に
、
但
馬
地
区
福
祉
有
償

運
送
運
営
協
議
会
で
の
協
議
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
登
録
申
請
予
定
の
法
人
は

期
日
ま
で
に
福
祉
課
に
て
登
録
申
請
の

受
付
を
済
ま
せ
、
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
限　

12
月
25
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

福
祉
係　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

美
方
郡
囲
碁
将
棋
大
会

参
加
者
募
集

▼
と
き　

平
成
21
年
１
月
18
日
（
日
）

受
付　

午
前
８
時
15
分
～

▼
と
こ
ろ　

香
住
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
香
美
町
香
住
区
）

▼
主
催　

美
方
郡
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

実
行
委
員
会

▼
参
加
対
象

　

美
方
郡
内
の
小
学
生
以
上

▼
部
門

① 

囲
碁
の
部　

Ａ
級
（
４
段
以
上
）、

Ｂ
級
（
３
～
初
段
）、
Ｃ
級
（
１
級

以
下
）

② 

将
棋
の
部　

Ａ
級
（
有
段
者
）、
Ｂ

級
（
１
級
以
下
）、Ｃ
級
（
小
中
学
生
）

▼
募
集
期
限　

12
月
24
日
（
水
）

▼
参
加
費
（
弁
当
代
等
）

◇
一
般　

１
２
０
０
円

◇
小
中
学
生　

６
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　

ま
た
は
、
温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

第
４
回
新
温
泉
町
新
春
書
き

初
め
展
出
展
作
品
募
集

▼
と
き　

平
成
21
年
１
月
17
日
（
土
）

～
18
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
募
集
要
項

・
作
品
の
内
容
、
大
き
さ
は
自
由

・
出
展
数
は
、
一
人
一
点

・
作
品
は
軸
装
、
額
装
、
仮
巻
等
（
仮

巻
の
必
要
な
方
は
公
民
館
で
貸
し
出

し
し
ま
す
）

▼
募
集
期
限

　

平
成
21
年
１
月
13
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　

 

財
団
法
人
た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金

平
成
21
年
度
助
成
金
交
付
団
体 

の
募
集

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月

ま
で
に
、
但
馬
地
域
で
実
施
す
る
事
業

で
、
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動　

文
化
芸
術
の

振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
社
会
福

祉
の
向
上
、
自
然
環
境
保
護
な
ど

◇
産
業
活
性
化
の
活
動　

産
業
技
術
の

研
究
開
発
、
商
業
・
観
光
業
の
振
興
、

異
業
種
交
流
な
ど

▼
募
集
期
限

　

平
成
21
年
２
月
28
日
（
土
）

▼
申
込
方
法　

助
成
申
請
書
、
事
業
計

画
書
、
収
支
予
算
書
、
過
去
の
実
績

や
現
在
の
活
動
状
況
を
示
す
記
録
、

書
類
及
び
名
簿
等
を
準
備
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

㈶
た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金
事
務
局

（
但
馬
信
用
金
庫
本
店
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
２
０
０
㈹

【広告】　　　　　　－あなたの暮らしをお手伝いします－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを提供して、ご
好評をいただいております。
　その一つに「買い物代行サービス」があります。食材、生活用品等、新温泉町のお店で購入できる商
品でしたら、ご希望の物を何でもご自宅までお届けします。（代行料１回８００円～）欲しいものがあっ
ても交通の便が悪くて買いに行けない場合や、かさばるものが欲しい場合などお声をかけてください。
　その他お庭の草取り、墓掃除、家庭の簡単な雑用、外出の付き添い等、出来る限りのことを致します。
お気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。

◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６
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年末年始（12/29～ 1/4）の主な公共施設の営業状況

施設名
12 月 １月

29 日 30 日 31 日 1 日 2 日 3 日 4 日
月 火 水 木 金 土 日

ユートピア浜坂
（℡ 82-5080） 10:00 ～ 22:00 10:00 ～

21:00
13:00 ～

21:00 10:00 ～ 22:00

七釜温泉ゆーらく館
（℡ 83-1526） 9:00 ～ 22:00 9:00 ～

21:00
10:00 ～

21:00 10:00 ～ 22:00 9:00 ～　
　　22:00

薬師湯
（℡ 92-1081） 7:00 ～ 22:30 8:00 ～ 20:00 7:00 ～　

　　22:30
浜坂先人記念館「以命亭」

（℡ 82-4490） 休み 9:00 ～　
　　17:00

浜坂海岸レクリエー
ションセンター

（℡ 82-0932）
休み 13:00 ～　

　　21:00

リフレッシュパークゆむら
（℡ 92-2002） 10:00 ～ 19:00 10:00 ～

18:00 10:00 ～ 19:00

夢千代館
（℡ 99-2300） 9:00 ～ 18:00

健康公園
（℡ 92-1713） 9:00 ～ 18:00

ログハウスカナダ
（℡ 92-2777） 満室 空きあり

但馬牧場公園
（℡ 92-2641） 9:00 ～ 17:00

杜氏館
（℡ 92-2000） 9:00 ～ 18:00

上山高原ふるさと館
（℡ 99-4600） 休み 9:00 ～ 17:00

ワンニャン夢ハウス
（℡ 92-3010） 8:00 ～ 18:00

クリーンセンター
（℡ 82-1571）

9:00 ～
16:00 休み

リサイクルセンター
（℡ 82-4860）

9:00 ～
16:00 休み

美西浄化センター
（℡ 82-1662） 休み

（注１）役場・温泉総合支所など上記以外の公共施設は、年末年始が休みとなります。
（注２）ごみの収集は、各戸配布の「ごみ収集計画書またはいきいき生活カレンダー」で確認してください。
　　　（本紙 20㌻に関連記事を掲載しています）

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

12月1�日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0��6）�2-1866

12月24日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0��6）82-10�1

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

12月1�日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0��6）�2-1866

12月18日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0��6）82-10�1




